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EAJRS/NIJL Kuzushi-ji workshop, 2021



自己紹介：山本和明（YAMAMOTO Kazuaki)

1962年生
大阪の茨木高校、神戸大文学部を経て、
神戸大学大学院文化学研究科文化構造
学専攻単位修得退学、博士（文学）

大阪の相愛大学教授等を経て2013年10
月国文研に着任

歴史的典籍NW事業の推進に従事
専門：19世紀日本文学
加藤千蔭・山東京伝・仮名垣魯文等の
研究（とはいえもろもろ）



古典籍のあれこれ

あらゆる情報が古典籍のなかには詰まっている

むかしの数学の本
（早引塵劫記大成）



『新鄙形（しんひながた）』
（諸職絵本／葛飾新鄙形）

古典籍のあれこれ

画を志す人の便をはか
るため、神社仏閣の写
法などを示した書



『源氏ひながた』
織物の図案集

源氏物語などを題材にし
た図案など載せ、「桐つ
ほのかうゐ」「若むらさ
き」などにつき説明を付
す。

古典籍のあれこれ



『大和本草』
貝原益軒編纂の

本草書

古典籍のあれこれ



画本虫撰
（狂歌絵本）

1788年に蔦屋重三郎より
喜多川歌麿画で出た狂歌
集

古典籍のあれこれ



『新刃銘尽後集』
（あらみめいづくしこうしゅう）

国ごとに名刀といわれる刀
剣を絵入りで紹介したもの。
刀剣を好む者や刀剣を商う
人の一助としてまとめられ
た。

古典籍のあれこれ



『紙漉重宝記』

石州半紙の製法を絵
入りで紹介したもの。
詳細な挿絵が多いの
で江戸時代の製法を
知る上で貴重な資料
である。

古典籍のあれこれ



『平治物語絵巻』
巻子本

古典籍のあれこれ

中世では、戦乱のたびに語り伝えられた英雄伝などが記録され、軍記物語が誕生
しますが、鎌倉初期の『平治物語』などは、和漢混交文で生き生きと武将たちの
活躍が描かれており、その絵巻物です。



『豆腐百珍続編』
豆腐の料理法100種類を解説した料理本。豆腐料理を
尋常品・通品・佳品・奇品・妙品・絶品に分類して説
明

右図は豆腐田楽（石川県）と田楽法師の構図が一致し
ているという見立て

古典籍のあれこれ



なぜ読めないか？

伊勢物語第九段読める文字／読めない文字



なぜ読めないか？
○読もうとしない 本が汚い！！／他に興味有り
○そもそも本を読まない
○読みたくても読めない文字だから

⇒「くずし字」の問題とされがち

写本 版本 活字本 新旧漢字 DIGITAL

技術の進展とともに情報の淘汰がなされ、
画一化していった

（だからこそ識字率が高いとも言える）



『
五
體
字
類
』

漢
字
の
楷
書
・
行
書
・
草
書
・
隷
書
・
篆
書

児

読めないのには
訳がある

字形は
固定していない

なぜ読めないか？



読めないのには訳がある

○くずし字：くずし書きにした文字（人それぞれ）
○変体仮名（異体字）：かつては1音節に種々の字体あり

⇒異体字を知らないから

小學校令施行規則
（しょうがっこうれいしこうきそく）
•法令番号：明治33年文部省令第14号
•公布： 1900年（明治33年）8月21日

音と文字の対応関係
１対多⇒１対１へ



異体字の存在
字母

ひらがな：平安初期に成立した日本独特の音節文字。それ
ぞれの字源は万葉仮名に用いた漢字でその草書体を一層簡
素化したもの。女手。

カタカナ：かたは完全で無い、一部分の意味。万葉仮名を
簡略化して用いたところに発する。略体仮名。

「平仮名」「カタカナ」
も漢字の崩れた文字に他
ならない。

くずし字だから読めない
のではない！
食わず嫌い？？



NINJAL変体仮名フォント https://cid.ninjal.ac.jp/kana/font



NINJAL変体仮名フォント https://cid.ninjal.ac.jp/kana/font



NINJAL変体仮名フォント https://cid.ninjal.ac.jp/kana/font



NINJAL変体仮名フォント https://cid.ninjal.ac.jp/kana/font



NINJAL変体仮名フォント https://cid.ninjal.ac.jp/kana/font



覚えておくと宜いくずし字

書
簡
体
文
字
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略
仮
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ま
）



古文書と古典籍
古文書 古典籍

辞書にあまり掲載されることのない言
葉！
広辞苑 和書・漢籍のうち、近代以前
の写本・版本の総称
典籍…和書・漢籍・仏典など書物・書
籍
古典…古い典籍、昔の経典

島崎藤村「落梅集」の用例が古く、優れた著述
や作品で過去の長い年月にわたって多くの人々
の模範となり、また愛好されてきたもの、の意
が出てきている（近代の産物）。

特定の対象に意思を伝えるために作成
されたもの（差出人／受取人）
そのほか目録・帳簿なども古文書の対
象に考えることも多い。
⇒だから何処の由来のものかが大事！
価値が変わる

「好古日録」（1797）
古文書の世に存する、或は朽敗、或は
魚食、又は水火に逢て日に減ず
※魚食 紙魚（しみ）
※和紙（世界文化遺産）
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くずし字を読むために
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古典籍？古文書？

藤原道長自筆 寛弘6年（1009）「御堂関白記」寛弘六年下巻（部分）
漢字を主として使用（真名）



古典籍の対象あれこれ

春日懐紙（重文）

三十六歌仙帖

書物の形態だけではなく様々に古典籍の
対象として扱われているのが現状 短冊



嵯峨本
方丈記

好色
一代男 八犬伝

骨董集

宣長
古事記伝

篤胤
古史伝

江戸板本字体いろいろ 書写体から可読優先へ



文字にもランクがある「書状文字自在引」



典籍はステータスシンボルであり、「文化」だった

書物を所蔵することは家のステータス
を示すものだった
中国 皇帝 四庫全書
焚書 毛沢東

日本 庄屋 蔵に保管された書物

床の間 書物を見せる 知識人
伊勢物語・古今和歌集・万葉集
源氏物語△
中国書なら古文真宝・唐詩選

伊勢物語／絵入読曲



印籠の意匠

典籍はステータスシンボルであり、「文化」だった（実例）

小袖の意匠



江戸琳派酒井抱一「八橋図屏風」（一部）

典籍はステータスシンボルであり、「文化」だった（実例）
伊
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典籍はステータスシンボルであり、「文化」だった（実例）



八犬伝を書いた曲亭馬琴（1767～1848）
の短冊をよんでみよう

短冊を読む
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画賛
画の余白に書き添え

る文章や詩歌

加藤千蔭
江戸の町与力、歌人、
国学者、書家。賀茂真
淵に学び『万葉集略
解』などを記した。

1735～1808

掛け軸を読む
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http://id.nii.ac.jp/1283/00003721/
国文学研究資料館ＨＰのリポジトリよりダウンロード可能

和書のさまざま（和本の基本的な情報）



くずし字アプリの活用 ＫｕＬＡ

https://kula.honkoku.org/



http://www.ai-kuzushiji.net/

AI手書きくずし字検索



100万文字字形データのオープン化

デジタルアーカイブ推進
コンソーシアム（DAPCON）

2020デジタルアーカイブ産業賞

産業化：凸版印刷、くずし字解読
支援システム「ふみのはゼミ」

国文研作成・ROIS-DS 人文学オープ
ンデータ共同利用センター（CODH）
より公開

日本古典籍くずし字データセット

http://codh.rois.ac.jp/char-shape/

Kaggle competition
Kuzushiji Recognition

機械学習用データセット
KMNISTの公開



万宝料理秘密箱

新編異国料理

膳部料理抄

当世料理

新板料理秘伝抄

日用惣菜俎・不時珍客即席包丁合刻

料理方心得之事

南総里見八犬伝

源氏物語

日本永代蔵

浮世風呂

諸国方言物類称呼

料理物語

地震考

傾城買四十八手

歌学提要

武家義理物語

椿説弓張月

伊曽保物語

春色梅児与美

二人比丘尼

菓子話船橋

御前菓子秘伝抄

好色一代男

うすゆきものかたり

雨月物語

おらが春
世間胸算用

吉利支丹物語
料理珍味集

玉くしげ

安倍晴明物語天文巻

比翼連理花迺志満台

かてもの

養蚕秘録

餅菓子即席手製集

をみなへし

鼎左秘録

竹斎物語

うそなるべし

ぢぐち

データセットに利用された古典籍



くずし字字形データの活用例
https://mp.ex.nii.ac.jp/kuronet/

http://codh.rois.ac.jp/char-shape/app/single-mobilenet/
https://researchmap.jp/blogs/blog_entries/view/90992/f7e0a6ae6ddb61744ce34c564d92f87d?frame_id=426673１文字認識の使い方



くずし字字形データの活用例
1300年の文字を検索（他機関と共同で公開）

https://mojiportal.nabunken.go.jp/



ディープラーニングによるくずし字翻刻（豊田高専）
学習データに字形データ利用 山本研究協力者

くずし字字形データの活用例 教育ツール

http://vpac.toyota-ct.ac.jp/hayasaka/kuzushiji/



http://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw/

小学堂(台湾）



くずし字、いろいろ。
https://lab.nijl.ac.jp/kuzusu/

くずし字字形データの活用例



くずし字学習用

・小二田誠二（静岡大教授）くずし字判読ひとりまなび
https://note.com/shizu_nishiki/n/nb329d58687a0

・誠心堂書店 変体仮名を調べる
http://www.book-seishindo.jp/kana/



読めないとせず、読める文字を探してみる（練習）

百人一首古今狂歌袋



読んでみましょう



それではこのセッションを終わりにします


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	古典籍のあれこれ
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	なぜ読めないか？
	スライド番号 14
	読めないのには訳がある
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	古文書と古典籍
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	古典籍？古文書？
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	典籍はステータスシンボルであり、「文化」だった
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	スライド番号 51
	スライド番号 52
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 56

